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毎月14日は
とよひらの日

豊平区ホームページ「夢ひらく花ひらくとよひらく」

豊平区広報番組「豊平インフォメーション」
http://www.city.sapporo.jp/toyohira/

FMアップル76.5MHz　 毎週木曜午前9時30分～

人　口　209,549人　　（＋466）
　男　　 98,657人　　（＋276）
女 110,892人　　（＋190）

世帯数　102,319世帯　（＋522）
（5月1日現在。（ ）内は前月比）

豊平区の人口・世帯数

　発掘会を発足し、れんが造りの建物を調べていく中で
得た一番の宝物は、れんがを通じて知り合った人とのつ
ながり。「所有者が語ってくれる思い出話からは、建物への
愛情がひしひしと伝わってきます」と笑顔があふれました。
　れんが造りの建物は、近年の住宅事情などの問題から、
やむなく取り壊されることも多く、その数は減る一方だ
と話す喜田さん。「今後は、残されたりんご倉庫などの建
物を登録文化財として残すため、日々がんばっていきま
す」と将来の夢を語ってくれました。

　「日本のれんが発祥の地は長崎。札幌では月寒が最
初だったんですよ」と目を輝かせて話す喜田さんは、
区内のれんが造りの建物の歴史を掘り起こし、伝え
る活動を行う「とよひら煉瓦発掘会」の代表です。

　喜田さんとれんがの関わりは、20年前ご主人の仕
事の都合で札幌に移り住んだ時、かつて、りんごの
栽培が盛んだった月寒地区に、れんが造りのりんご
倉庫が数多く残されていることを知ったことが始ま
りです。そのりんご倉庫がとても素敵だったことか
ら、れんがの歴史を調べ始め、ついには発掘会を結
成するまでに至ったそうです。
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▲現在も豊平区内に残っているれんが造りのりんご倉庫


